
80歳代女性の患者さんが入院されており、ほとんど毎日
ご面会に来てくださったお孫さん（30歳代）
患者さんの意識が薄れる中、思い出作りに手形（指形）を
ご提案したところ、とても嬉しそうに作成されていました。
その後、お孫さんからスタッフにいただいたお手紙です。
我々も患者さんとお孫さんの絆にパワーをいただきました☆

それぞれの想いをこめて
短冊を書いていただきました

天の川によせる想いも
十人十色！！

われわれもそんな一人ひとりの想いに
寄り添っていきたいと願う七夕でした

七夕の願い

京都民医連あすかい病院
緩和ケア病棟

季節のお便り　ともに
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おばあちゃんの思い出とともに


